
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

キューバのいま 

初訪問者の目にどう映ったか 

世界各地の人々との交流を進めるため、毎年、地球一周の船旅を実施しているＮＧＯピースボートによると、船旅実施後、乗船

者に「もう一度訪ねてみたい国は」と問うと、キューバをあげる人が一番多いといいます。どうやら、キューバは私たち日本人

を魅了してやまないようです。そのキューバの最新事情は？ とりわけ初めてこの国を訪れた人の目にはどう映ったでしょうか。

最近、この国を訪れたお２人にそれぞれの体験を話していただきます。 

講演１ 政治経済評論家（元朝日新聞論説委員）早房長治さん 

革命 53周年のキューバ印象記 
キューバに2011 年暮れから2012 年にかけて２週間余り滞在しました

が、同国の長い正月休みのせいもあり、まともな取材ができませんでし

た。このため、「報告」とせず、「印象記」としました 

 
★早房長治（はやぶさ・ながはる） 

1938 年北海道生まれ。1961 年東京大学教養学部卒業・朝日新聞社入社。1982 年

経済部次長を経て、論説委員。1985年編集委員。1998 年朝日新聞社退職、地球市

民ジャーナリスト工房を設立、株式会社チャンネルジェイの設立に参画。 

現在、地球市民ジャーナリスト工房代表、政治経済評論家、日本ネットジャーナリ

スト協会理事 

講演２ 会社員 大友一紀さん 

Ｇood Ｍorning ＣＵＢＡ 
高校２年生の時に「ゲバラ日記」を読んで以来、私の中でキューバに対する

憧れが芽生え始めた。そして、2011 年の冬、５年来の夢を実現させるため、

私はキューバへ旅立った。 

23 歳 1 人旅、社会人１年目のボクが見たキューバの姿とは 

★大友一紀(おおとも・かずき) 

1988年生まれ。ビートルズとマカロニウエスタンをこよなく愛す 23 歳。旅行と映

像制作が趣味。昨年はキューバの他にベトナム、タイ、ヨーロッパ、トルコを旅行。

現在株式会社ニトリ勤務(写真はタイで撮ったもの) 

３月10 日（土） 13：30～ 16：00（13：00開場） 

会場 世田谷ボランティアセンター 会議室 ★予約は不要です 

154-0002 東京都世田谷区下馬 2-20-14 TEL 03-5712-5101   

東急田園都市線・世田谷線「三軒茶屋駅」から徒歩約10分  

参加費 1000円（円卓会議会員は 500円） 主催 キューバ友好円卓会議 世田谷ボランティアセンター 

 

●キューバ友好円卓会議 〒157-0073 東京都世田谷区砧8-15-14-101 

e-mail：cuba.entaku.0803@gmail.com  FAX 03‐3415‐9292  http://cubaentaku.web.fc2.com/ 

 


